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近年、日本では人口減少や少子高齢化によって 
伝統行事や地域活動の担い手不足が深刻化している 

変化が目に見えないた
め対策が取りづらい 

伝統行事本来の醍醐味や
感動を伝え難い 

伝統行事の実態を明らかにすることで、 
今後とも行事を継続していくための 
対策や方策を練ることが出来ると考えられる 

1.問題の所在と既存研究 

1.問題の所在と既存研究 

松平(1990) 

「都市祝祭の形式と内容とは、都市生活とその文化の鏡である」 

有末(1983)、大地(2012)、小西(2014)など 

 

伝統的な祭礼を人々との生活との関連の中で捉える
ことは、今後の地域社会のあり方を考えていく上で
も、資する所があると考えられる 

現代社会の祭礼を血縁や地縁といった「選べない縁」
に基づいた概念では把握できないという前提 

→しかし、実態として血縁や地縁による人々の関係性は廃れ
てきているのだろうか 

あえてその視点から分析を行うことで，現代の祭礼と地域社
会の関連について新たな捉え方を得られるのではないか 

1.問題の所在と既存研究 

祭礼 ←選択縁（上野1984） 

2.調査対象・対象地概要 

お旅祭り 

石川県小松市で毎年5月中旬の土、 

日曜を挟む4日間に渡り行なわれる 

菟橋(うはし)神社と 

本折日吉神社の春季祭礼 

 

曳山子供歌舞伎が有名 

起源は1817年 

1951年(昭和26年)より 

毎年全8町の内、担当町2町の 

曳山の上で地元の子供たちが歌舞伎を演じる 

第1図 曳山を持つ８町 
(統計GIS境界データより作成) 

3.研究目的 

○祭礼において衰退したと考えられる血縁や地縁といった人間
関係が、どのように現れているかを考察し、そのような視点で
の研究の必要性を明らかにする 

 

○祭礼が今後の地域社会のあり方についてどのような意義を持
つかを検討する 



4.研究方法 

関係者への聞取り調査 

パンフレット、町誌の等の文献調査 

 

→運営組織、参加者、祭礼の場に着目 

伝統的祭礼はこの中に「選べない縁」が現れる 

5. 調査結果 

五人衆 

資金・経済面においても運営能力が試されるという場 
町内に居住し続けていること→曳山の運営を学ぶ 
 
 
担い手不足により、町内組織による運営が行われる 
町外居住者や勤め人も増えている 
→町の人々や若連中との人間関係を築くことが必要とされる 

できるだけ五人衆による運営を行う 

1．子供歌舞伎の運営 

過去 

現在 

町内の若者組織 
出演者の選出、演目の決定、 
協賛金集め、宣伝など、多岐に渡る
仕事を行う 

5. 調査結果 

町内出身の女児 

2．役者の決定 

町内居住 

性別 

 

血縁関係のある子供 

 

問わない 条件の緩和 

過去 現在 

5. 調査結果 

1．毎年度で上演の場所が変化する町 

2．交差点を中心に、その他の場所でいくつか上演を行う町 

3．ほとんど決まった場所でしか上演を行わない町 

→１の町は、町内の子供が選ばれた場合は家の近くで上演を行う 

3．上演場所の変化 

上演場所に関しては、町の形や大きさ、氏子地域の違いに
よって異なる 
 
○曳山８基揃えによって町外でも上演 
 →町外不出の原則を破る、祭礼の場の変化 

第2図 京町の上演場所 
(統計GISデータ、およびパンフレット、聞取り調査より作成) 

1995年 2015年 

5. 調査結果 
3．上演場所の変化 1．毎年度で上演の場所が変化する町 

第3図 大文字町の上演場所 
(統計GISデータ、およびパンフレット、聞取り調査より作成) 

2015年 1995年 

5. 調査結果 
3．上演場所の変化 

2．交差点を中心に、その他の場所でいくつか上演
を行う町 



第4図 八日市町の上演場所 
(統計GISデータ、およびパンフレット、聞取り調査より作成) 

1998年 2014年 

5. 調査結果 
3．上演場所の変化 3．ほとんど決まった場所でしか上演を行

わない町 

6.考察 

・五人衆への参加や役者の選定の条件が緩和 

・町内組織による運営が行われる 

血縁や地縁といったものの衰退 

 

・五人衆だけでの運営が本来の形という考え 

・役者の血縁だけは守る 

・役者による上演場所の変化(自宅の近く) 

→「選択できない縁」を中心とした概念で現代の祭りを把握す
ることはできないという前提には当てはまらない 

血縁や地縁といった視点からの分析も必要である 

6.考察 

子供歌舞伎の上演が五人衆と一部の人間によって執り行われなくな
り、町民や町外居住者といった人々の参加が起きていた 

このような祭礼の場の変化や広がりによって、コミュニティも広が
ると考えられる 

現代社会では、祭礼にこのようなコミュニティとしての場を見出し、
その広がりによって新たな交流が生まれているのである 

 

伝統と変化の間で行われる現代の伝統的祭礼は、 

多面的な視点で捉えていく必要がある 
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